
平成 年度に導入された消防車
（消防本部）

京都行きの高架化工事を視察
（近鉄三山木駅）

決
算
特
別
委
員
会
‥
９
人

（
井
上
薫
委
員
長
、
井
上
公

副
委
員
長
、
青
木
綱
次
郎
、

市
田
博
、
小
林
喜
代
司
、
橘

雄
介
、
畑
俊
宏
、
松
村
博
司
、

南
部
登
志
子
委
員
は

月

日
、

日
、

日
、

日
、

月
２
日
、４
日
の
６
日
間
、

委
員
会
を
開
会
し
、
９
月
定

例
会
最
終
日
に
付
託
さ
れ
た

平
成

年
度
京
田
辺
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
な

ど
、
８
つ
の
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

審
査
は
部
局
別
に
、
そ
れ

ぞ
れ
質
疑
を
行
い
、
最
終
日

に
は
、
５
会
派
に
よ
る
総
括

審
査
を
行
っ
た
後
、
す
べ
て

の
決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま

し
た
。

各
部
局
別
審
査
の
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
の
滞
納
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、

滞
納
者
に
対
す
る
積
極
的
な

徴
収
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

助
役

今
後
は
、
強
制
執

行
も
視
野
に
入
れ
、
自
主
財

源
の
適
正
な
確
保
に
取
り
組

み
た
い
。行

政
改
革
に
向
け
た

取
り
組
み
予
定
は
。

政
策
推
進
課
長

平
成
８

年
に
策
定
し
た
大
綱
が
、

年
も
経
過
し
て
い
る
の
で
、

近
い
時
期
に
改
定
し
た
い
。

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
整

備
の
今
日
ま
で
の
経
過

は
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

京
都
府
花
き
部
跡
地
の
払
い

下
げ
の
要
望
を
し
て
い
る
が
、

そ
こ
が
文
化
財
の
埋
蔵
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
取
り
扱

い
に
つ
い
て
府
と
協
議
中
。

女
性
政
策
の
成
果
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

政
策
推
進
課
長

女
性
の

自
立
や
働
く
機
会
の
確
保
を

図
り
、
各
種
団
体
等
と
連
携

し
、
充
実
し
た
い
。

避
難
訓
練
等
の
実
施

に
向
け
た
地
域
ご
と
の

取
り
組
み
は
。

管
財
防
災
課
指
導
主
幹

各
地
域
に
通
報
体
制
の
充
実

を
依
頼
し
て
い
る
。
避
難
対

策
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
等

を
実
施
し
て
い
る
。

市
全
体
で
国
保
の
加

入
数
と
加
入
割
合
は
。

国
保
年
金
課
長

加
入
世

帯
が
８
４
６
０
世
帯
、
市
全

体
で

％
強
の
割
合
。

乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
の
拡
大
を
。

福
祉
部
長

現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
便
性
は
。

市
民
課
長

写
真
付
き
の

証
明
に
な
り
、
本
人
確
認
が

で
き
る
。児

童
虐
待
に
対
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
。

児
童
福
祉
課
長

組
織
化

の
研
究
す
る
中
で
、
来
年
度

の
立
ち
上
げ
に
向
け
努
力
。

介
護
相
談
員
派
遣
事

業
の
現
況
は
。

高
齢
介
護
課
長

相
談
員

は

月
か
ら
６
名
体
制
。

老
健
施
設
へ
の
待
機

者
が
多
い
が
、
行
政
側

か
ら
施
設
へ
要
望
等
が
で
き

建築中の児童館・老人福祉センター
（大住ふれあいセンター）を視察

な
い
の
か
。

福
祉
部
長

サ
ー
ビ
ス
事

業
所
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で

行
政
と
の
協
議
が
で
き
る
と

考
え
る
。現

在
建
設
中
の
北
部

児
童
館
・
老
人
セ
ン
タ
ー
の

土
・
日
曜
日
の
開
館
予
定
は
。

高
齢
介
護
課
総
括
主
幹

児
童
館
や
常
磐
苑
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
土
曜
日
を

開
館
し
て
い
く
方
向
で
検
討

中
。

山
手
幹
線
道
路
の
工

事
の
進
捗
率
は
。

建
設
部
次
長

薪
新
田
辺

線
か
ら
一
休
寺
道
の
用
地
買

収
の
進
捗
は

％
、
市
道
一

休
寺
線
か
ら
旧
国
道
３
０
７

号
線
は
１
０
０
％
。
三
山
木

工
区
の
路
線
は

％
で
あ
る
。

公
園
の
遊
具
の
点
検

や
砂
場
の
整
備
に
つ
い

て
研
究
し
た
の
か
。

都
市
整
備
課
長

緑
化
協

会
が
月
に
一
度
全
て
の
公
園

の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

建
設
部
長

砂
場
の
問
題

は
、
具
体
的
な
方
向
性
が
決

新築された松井ケ丘公民館で説明を受ける

小
・
中
学
校
の
耐
震

診
断
の
進
捗
は
。

教
育
総
務
課
長

か
ら

年
度
で
、
優
先
度
調
査
を

行
い
そ
の
中
で
順
次
進
め
る
。

文
化
財
の
管
理
、
保

管
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
。

教
育
部
長

元
草
内
保
育

所
の
跡
地
等
に
保
管
し
て
い

る
が
、
確
実
な
管
理
に
努
力

し
た
い
。

年
度
か
ら

年
度

に
か
け
て

を
２
名
か
ら
３
名
に
増
員
さ

れ
た
が
、
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長

中
学
校

区
に
１
名
の
配
置
で
、
生
の

英
語
に
接
し
、
聞
く
力
や
会

話
等
で
成
果
が
あ
っ
た
。

中
央
図
書
館
の
駐
車

場
の
拡
大
と
、
開
館
時

間
の
延
長
を
。

社
会
教
育
課
長

駐
車
場

の
拡
大
の
考
え
は
な
い
。
開

館
時
間
も
今
ま
で
通
り
。

人
学
級
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長

今
の
所

少
人
数
授
業
が
最
適
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
夜
間

の
管
理
委
託
を
従
来
と

変
更
す
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長

当
面

は
、
現
在
の
日
宿
直
体
制
で

実
施
。

不
法
投
棄
等
に
対
し

て
の
指
導
、
監
視
体
制

の
内
容
と
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長

環
境
パ

ト
ロ
ー
ル
を
毎
日
実
施
し
、

２
名
体
制
で
市
内
を
巡
回
し

て
い
る
。ゴ

ミ
の
有
料
化
に
対

す
る
検
討
は
。

清
掃
衛
生
事
業
室
長

ゴ

ミ
を
減
量
す
る
上
で
効
果
的

な
施
策
な
の
で
、
導
入
の
是

非
を
現
在
、
検
討
中
。

年
度
の
防
犯
灯
の

設
置
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長

要
望
が

１
２
７
件
で
、設
置
が

件
。

大
住
城
山
の
産
廃
物

の
撤
去
を
市
の
費
用
で

で
き
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長

行
為
者

責
任
で
整
理
で
き
る
よ
う
に

府
で
指
導
を
願
う
。
市
で
撤

去
す
る
考
え
は
な
い
。

大
住
の
工
専
拡
大
、

ほ
ん
と
う
に
大
丈
夫
か
。

産
業
立
地
室
長

工
事
も

順
調
で
、
進
捗
も
当
初
の
予

定
ど
お
り
。

市
の
酒
類
販
売
の
新

規
参
入
が
１
年
間
凍
結

さ
れ
た
が
、
対
応
は
。

産
業
振
興
課
長

商
工
会

と
も
協
議
し
、
実
態
把
握
に

努
め
た
い
。

水
道
料
金
の
滞
納
が

年
々
増
え
て
い
る
要
因

は
。業

務
課
長

経
済
的
な
不

況
下
で
の
廃
業
や
賃
金
カ
ッ

ト
等
の
影
響
が
大
き
い
。

産
業
立
地
特
別
会
計

で
の
市
債
の
総
額
は
。

産
業
立
地
室
長

億
３

２
０
０
万
円
で
あ
る
。

農産物処理加工施設（普賢寺）

ま
っ
て
い
な
い
。

防
賀
川
公
園
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
。

都
市
整
備
課
長

年
度

千
人
を
対
象
に
実
施
し
、
回

答
率
が

％
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
憩
え
る
公

園
を
目
指
し
、
現
在
、
計
画

案
を
策
定
中
で
あ
る
。

三
山
木
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
率
は
。

建
設
部
次
長

事
業
費
ベ

ー
ス
で

％
の
消
化
率
。
近

鉄
の
高
架
工
事
も
全
体
の

％
で
あ
る
。

薪
新
田
辺
線
と
新
田

辺
駅
前
線
の
直
角
カ
ー

ブ
を
緩
や
か
に
出
来
な
い
か
。

土
木
課
長

将
来
的
に
は

北
へ
直
進
の
道
路
計
画
が
あ

る
。
現
在
は
、
直
角
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
お
り
、
出
来
る
だ

け
通
行
の
安
全
を
図
り
た
い
。

極
め
て
厳
し

い
財
政
運
営
の

中
で
、
適
材
適
所
に
お
い
て
非
常
に
有

効
に
運
用
さ
れ
、
諸
事
業
が
停
滞
す
る

こ
と
な
く
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
体
制
の
再
点
検
と
避
難
勧
告
な
ど

の
通
報
体
制
の
強
化
や
防
災
訓
練
の
実

施
が
必
要
。
危
機
管
理
体
制
の
確
立
や

行
政
改
革
も
必
要
。
同
志
社
大
学
な
ど

の
知
的
財
産
を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
民
生
活
が

厳
し
く
な
る
中

で
、
定
率
減
税
廃
止
な
ど
の
庶
民
増
税

に
反
対
す
べ
き
と
要
求
す
る
。
同
和
関

連
業
者
優
先
な
ど
不
公
正
な
公
共
事
業

発
注
の
是
正
や
、
ず
さ
ん
な
予
算
の
組

み
方
と
な
っ
て
い
る

山
連

へ
の
補

助
金
中
止
な
ど
を
指
摘
し
、
同
和
行
政

終
結
を
求
め
る
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
。

不
登
校
児
童

・
生
徒
へ
の
総

合
的
な
取
り
組
み
や
、
生
活
保
護
の
受

給
資
格
等
の
チ
ェ
ッ
ク
。
国
、
府
に
頼

る
こ
と
な
く
元
気
を
出
し
て
理
事
者
や

職
員
も
公
務
員
に
あ
る
甘
え
の
体
質
か

ら
脱
却
し
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
て

市
政
の
運
営
を
さ
れ
た
い
。
緑
豊
か
で

健
康
な
文
化
田
園
都
市
の
建
設
に
向
け

た
更
な
る
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

乳
幼
児
医
療

助
成
費
の
拡
充

や
駅
舎
の
改
築
で
利
便
性
が
向
上
さ

れ
、
都
市
基
盤
整
備
な
ど
大
い
に
評
価

し
た
い
。
提
案
と
し
て
、
職
員
研
修
に

民
間
企
業
に
派
遣
し
た
り
、
積
極
的
な

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
経
営
手
法
の
活
用

を
す
べ
き
。
ま
た
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
早
期
導
入
や
ア
イ
デ
ア
提
案
制
度

の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

積
極
的
な
市

民
参
画
、公
平
、

公
正
な
行
政
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
拡
大
。
医
療
費
抑
制
を
中
心

と
し
た
福
祉
策
の
推
進
。
外
部
監
査
の

導
入
。
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
。

指
定
管
理
者
制
度
に
伴
う
民
間
委
託
。

児
童
虐
待
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
不
登

校
児
、

被
害
者
な
ど
の
相
談
窓
口

の
確
立
を
さ
れ
た
い
。

年（平成 年） 月 日


